
国立大学法人東京農工大学職員の労働時間、休暇等に関する規程の一部を改正する規程 

国立大学法人東京農工大学職員の労働時間、休暇等に関する規程（１６経教規程第３４号）の一部を次のとおり改正する。 

現  行 改 正 案 備考 

国立大学法人東京農工大学職員の労働時間、休暇等に関する規程 

 

平成１６年４月７日

１６ 経教 規程第３４号

 

第１条～第５条  省略 

 

（週休日） 

第６条 日曜日及び土曜日は、週休日（勤務を割り振らない日をいう。以下同じ。）

とする。ただし、工学部附属繊維博物館の業務に従事する職員の週休日は、日曜

日及び月曜日とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（週休日の振替） 

第７条 学長は、職員に週休日とされた日に業務の都合上、特に勤務することを命ず

る必要がある場合には、事前に当該週の勤務が割り振られた日（以下この条にお

いて「勤務日」という。）を週休日に変更し、又は当該勤務日の労働時間のうち４

時間を当該勤務することを命ずる必要がある日に割り振ることができる。

２ 業務の都合上、週休日の振替を行う場合には、当該週の起算日は勤務を命ぜられ

た日とする。 

 

（休日） 

第８条 職員は、次の各号に掲げる日には、特に勤務を命ぜられる者を除き、所定労

働時間においても勤務することを要しない。 

一 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に定める休日（以下「祝

日法による休日」という。） 

 

 

 

 

 

第１条～第５条  省略（現行どおり） 

 

（休日） 

第６条 職員の休日は、次の各号に定めるとおりとする。 

一 日曜日 

二 土曜日 

三 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に定める休日（以下「祝

日法による休日」という。） 

四 １２月２９日から翌年１月３日までの日（祝日法による休日を除く。以下

「年末年始の休日」という。） 

五 創立記念日（５月３１日） 

２ 前項各号にかかわらず、学長が特に必要と認める者については、別に休日を定

める。 

 

（休日の振替） 

第７条 学長は、職員の休日とされた日に業務の都合上、特に勤務することを命ず

る必要がある場合には、事前に当該休日を勤務日とし、当該週の勤務が割り振

られた日を休日に振り替えることができる。 

 

２ 業務の都合上、休日の振替を行う場合には、当該週の起算日は勤務を命ぜられ

た日とする。 

 

 

第８条  削除

 

 

 

 



二 １２月２９日から翌年１月３日までの日（祝日法による休日を除く。以下「年

末年始の休日」という。） 

三 創立記念日（５月３１日） 

 

（休日の代休日） 

第９条 学長は、前条に規定する休日に業務の都合上、勤務を命ずる必要がある場合

には、当該休日前に、当該休日に代わる日（以下「代休日」という。）として、当

該休日を起算日とする８週間後の日までの期間内にあり、勤務を命ずる休日と同

一の労働時間が割り振られている勤務日（休日を除く。）を指定することができる。

２ 職員は勤務を命ぜられた休日の全労働時間を勤務した場合には、代休日として指

定された日は、勤務することを要しない。 

 

（週休日の振替及び代休日の手続） 

第１０条  週休日の振替及び代休日の指定は、週休日の振替及び半日勤務の割振り変

更簿、代休日指定簿により行うものとし、その振替及び指定については、できる限

り職員の意向に沿うものとする。 

 

第１１条  省略 

 

（所定労働時間以外の勤務） 

第１２条 職員は、業務の都合上必要があると認められるきは超過勤務又は週休日若

しくは休日に勤務を命ぜられることがある。 

２～３  省略 

４ 学長は、妊娠中又は出産後１年を経過しない職員が請求した場合は、第１項の超

過勤務又は週休日若しくは休日に勤務を命じないものとする。 

 

第１３条  省略 

 

 （災害時等の勤務） 

第１４条 職員は、災害その他避けることのできない事由によって、臨時に勤務する

必要がある場合には、その必要限度において、超過勤務又は週休日若しくは休日に

勤務を命ぜられることがある。 

 

（宿日直） 

第１５条 学長は、職員に対し、所定の労働時間以外の時間、週休日又は休日に本来

の業務に従事しないで施設、設備、備品、書類等の保全、外部との連絡等のため

 

 

 

 

（休日の代休日） 

第９条 学長は、第７条に規定する休日の振替ができない場合（別に定める場合に

限る。）には、当該休日に代わり勤務することを要しない日（以下「代休日」と

いう。）として、当該休日を起算日とする８週間後の日までの期間内にある勤務

日（休日を除く。）を指定することができる。 

２ 削除

 

 

（休日の振替及び代休日の手続） 

第１０条 休日の振替及び代休日の指定は、休日の振替簿、代休日指定簿により行

うものとし、その振替及び指定については、できる限り職員の意向に沿うものと

する。 

 

第１１条  省略（現行どおり） 

 

（所定労働時間以外の勤務） 

第１２条 職員は、業務の都合上必要があると認められるきは超過勤務又は休日に

勤務を命ぜられることがある。 

２～３  省略（現行どおり） 

４ 学長は、妊娠中又は出産後１年を経過しない職員が請求した場合は、第１項の

超過勤務又は休日に勤務を命じないものとする。 

 

第１３条  省略（現行どおり） 

 

（災害時等の勤務） 

第１４条 職員は、災害その他避けることのできない事由によって、臨時に勤務す

る必要がある場合には、その必要限度において、超過勤務又は休日に勤務を命ぜ

られることがある。 

 

（宿日直） 

第１５条 学長は、職員に対し、所定の労働時間以外の時間又は休日に本来の業務

に従事しないで施設、設備、備品、書類等の保全、外部との連絡等のため宿日



宿日直勤務を命ずることができる。 

２  省略 

 

第１６条～第２３条  省略 

 

（特別休暇） 

第２４条  省略 

一～十二  省略 

十三 職員が夏季における盆等の諸行事、心身の健康の維持及び増進又は家庭生

活の充実のため勤務しないことが相当であると認められる場合 一の年の７月

から 9 月までの期間内における、週休日、休日及び代休日を除いて原則として

連続する３日の範囲内の期間 

十四～十六  省略 

２ 前項（前項第１３号は除く。）の日数及び週数には、週休日及び休日を含むもの

とする。 

   

第２５条～第２９条  省略 

 

附 則  省略 

 

直勤務を命ずることができる。 

２  省略（現行どおり） 

 

第１６条～第２３条  省略（現行どおり） 

 

（特別休暇） 

第２４条  省略（現行どおり） 

一～十二  省略（現行どおり） 

十三 職員が夏季における盆等の諸行事、心身の健康の維持及び増進又は家庭

生活の充実のため勤務しないことが相当であると認められる場合 一の年の

7月から9月までの期間内における、休日及び代休日を除いて原則として連続

する３日の範囲内の期間 

十四～十六  省略（現行どおり） 

２ 前項（前項第１３号は除く。）の日数及び週数には、休日を含むものとする。

 

 

第２５条～第２９条  省略（現行どおり） 

 

附 則  省略（現行どおり） 

 

附 則（１９教規程第２６号） 

この規程は、平成１９年１０月１日から施行する。 

 


